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平成 25年 2月 20日 に、南風原 町教 育事
を受 けま した。諮 問事項 に関 しま しては、
員 の立場 か らの提言 もいただ きま した。
言 につ きま しては、本 町 の教育行 政 の執行

及 び執行 の状況 の点検 ・評価 につ きま して
めて、報告書 として議 会 に提 出す る もので

平成 25年 3月 7日

原
長

地方教育行政 の組織及び運営に関す る法律

第 27条   教育委員会は、毎年、その権限に属す る事務 (前条第 1項 の規定に
よ り教育長 に委任 された事務その他教育長 の権限に属す る事務 (同 条第 3頂 の規
定によ り事務局職員等 に委任 された事務 を含む。)を 含 む。)の 管理及び執行 の状
況 について点検及 び評価 を行 い、その結果 に関す る報告書 を作成 し、 これ を議会
に提出す るとともに、公表 しなければな らない。
2 教育委員会 は、前項の点検及び評価 を行 うに当たっては、教育に関 し学識経
験 を有す る者 の知見の活用 を図るもの とす る。

△
言
府栢
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幸
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1.南 風原 町教 育事務 点検評価審議 会 の会議 の経過

第 1回  南風原 町教 育事務 点検評価 審議会
日 時
場  所
委 員 出
説 明 出

年 11月 21日 (水 )午 前 9時 ～午後 12時
員 会 室 3
3人 中 3人
長 、教 育総務課 長 、学校 教 育課長 、生涯 学 習文化 課長 、
事
の あい さつ

長 の あい さつ

教 育 に関す る事務 の管理及 び執行 の状況 の点検及 び
につ い て

業 (11事 業 )の 説 明 と質疑

日 程

南風原 町教 育事務 点検評価審議会
時 :平成 24年 12月 3日 (月 )午 前 9時 ～年後 12時
所 :5階  委 員会 室 2
出席者 :委 員 3人 中 3人
出席 :教 育部 長 、教 育総務 課 長 、学校 教 育 口果長 、生涯 学習文化課長 、
指導主事 、各 主管課班長

程 :1.第 1回 審議 会 の質疑事項 の説 明
2,各 事 業 (11事 業 )の ヒア リング (各 所管課 )

第 3回  南風原 町教 育事務 点検評価審議会
日 時 :平成 24年 12月 19日 (水 )午前 9時 ～年後 12時
場  所 :5階 委員 会 室 2
委員 出席者 :委 員 3人 中 3人
説 明 出席 :教 育部 長 、教 育総務 課 長 、学校 教 育課長 、生涯 学 習文化課長 、

指導 主事 、各 主管課班
日 程 :1.第 1回 、第 2回 での審議会 の質疑事項 の説 明
2.各 事 業 (11事 業 )の ヒア リング (各 所管課 )
3.事 務 点検評価 につ い
(各 委員 か らの各事業 の点検評価 の確認 、ま とめ等 )

南風原町教育事務点検評価審議会

25年 2月 20日 (水 )午後 3時 15分
教育長室
席 :教育長、教育部長、教育総務課長、教育総務課庶務班長

第 2回

日

第 4回
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2.点検評価について
(1)点検評価対象年度
平成 23年度

(2)′点検評価の内容
答申書のとお り

(3)点検評価の方法
点検評価内容については、第四次南風原町総合計画の教育の施策
に属する事務事業の中で、各所管課 (3課 )中 、 2課から4事業、
1課から3事業を抽出しての 11事務事業 となっています。これ ら
の事務事業を点検評価するにあた り、事業ごとの点検評価シー トを
作成 し、妥当性・効率性等の複眼的視点による評価を試みました。
さらに、教育委員会による内部評価に加え、点検評価審議会による
外部評価を加えることで、評価の客観性を確保 しました。なお、評
価における評価基準及び総合評価基準については、次のとお りです。

①評価基準
評価については、妥当性 。効率性・有効性 。今後の展開の 4つ
の視点から次表のとお り点数を付 しています。

点数 妥当性 効率性 有効性 今後の展開

4
教育委員会が関
与する妥当性が
非常に高い

投 入 コス トに
比 べ 活 動 量 が

非常に高い

成 果 が非 常
に高い

事業規模の拡大
が望まれる

3
教育委員会が関
与する妥当性が
高い

投 入 コス トに
比 べ 活 動 量 が

高い

成果が高い 事業規模の縦持
が望まれる

2
教育委員会が関
与する妥当性が
低い

投 入 コス トに
比 べ 活 動 量 が

低い

成果が低い 事業規模の縮小
が望まれる

1

教育委員会が関
与する妥当性が
非常に低い

投 入 コス トに
比 べ 活 動 量 が

非常に低い

成 果 が非 常
に低い

廃止または休止
が望まれる

②総合評価基準
総合評価については、妥当性、効率性、有効性、今後の展開の合
計点数により次表のとおり評価が下されます。

評価 妥当性・効率性 。有効性 。今後の展開の合計点数の範囲

A 14点 16点

B 11点 13点

C 8点 10点

D 4点 7点

3



南 教 総 第 915号
平成 24年 11月 21日

諮 問 文

南風原町教育事務点検評価審議会

会 長  梶 村 光 郎  様

南風原町教育委員会

委員長  赤嶺 幸信

教育に関する事務の管理及び執行の状況のJ点検及び評価について (諮問)

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について、南風原町

教育事務J点検評価審議会設置条例第 2条の規定により諮問します。

諮問事項

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について

諮問理由

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27条に基づき、教育委員会
の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を実施し、議会に

提出するとともに、町民に公表するため。
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平成 24度 (平成 23年度実施事業)

教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価対象事業

諮 問 内 容

【教育部 教育総務課】

教育委員会運営事業 (定例教育委員会)

南風原町育英会事業 (奨学金貸与事業)

南風原町近隣公園占用使用手続業務

各種スポーツ教室

【教育部 学校教育課】

1.小 中学生共有備品購入事業
2.特別支援教育支援員 (ヘルパー)配置事業
3.幼稚園運営事業

【教育部 生涯学習文化課】

国際交流事業

放課後子 ども教室推進事業

公民館講座事業

海外移住者子弟研修生受入事業

１

２

３

４

１

２

３

４
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答

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について

平成 25年 2月 20日
南風原町教育事務点検評価審議会
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はじめに

南風原町教育委員会は、平成 20年度 4月 1日 から施行された地方
教育行政の組織及び運営に関する法律第 27条の改正により、教育に
関し学識経験を有する者の知見を活用するための付属機関として、南

風原町教育事務点検評価審議会を設置した。この度の事務事業点検評

価は、平成 24年 11月 21日 に南風原町教育委員会委員長から「教
育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について」の諮

問を受けて実施したものである。

点検及び評価を実施するにあたって、諮問された事務事業に関する

資料提供を受け、事務担当課から概要説明及び状況報告を聴取した。

また、学校や文化センター、中央公民館等への視察も実施した。

点検評価結果は次のとおりである。

事務事業について

40余の主事業の中から、 11事業について資料提供を受け、ヒア
リングや視察等を行い、慎重に審議を行つた。各課の事業≧も町民を

主体とした教育、健康増進、文化を高める事業として評価できるもの

であった。今後とも、南風原町がより発展するよう、きめ細やかな事

業の取り組みを期待する。

南風原町教育事務点検評価審議会

会 長  梶 村 光 郎
副会長  浦 崎 節 子
委 員  仲 村 博 幸

7



1.教育委員会制度について

(1)教育委員会の概要
教育委員会は 5名 の委員をもつて組織する合議制の執行機関です。委員は町議会の

同意を得て、町長が任命します。任期は4年で、教育行政の安定を図るため町立小学
校の校区毎に選任され、毎年 1人ずつ改任 (又は再任)されます。
委員長は、委員の中から互選され、会議を主宰し教育委員会を代表します。
また、教育長は委員の中から選任され、教育委員会の指揮監督の下に教育委員会の

権限に属するすべての事務をつかさどり、事務局の事務を統括し所属職員を指揮監督
します。
教育委員 (平成 23年度)
役 職 氏    名 任 期 校    区
委員長 長 元 朝 頴 自 :平成 23年 4月 1日

至 :平成 27年 3月 31日
翔南小学校

委員長職務代理 仲村渠 苗 子 自 :平成 20年 4月 1日
至 :平成 24年 3月 31日

津嘉山小学校

委 員 赤 嶺 幸 信 自 :平成 21年 4月 1日
至 :平成 25年 3月 31日

南風原小学校

委 員 島 袋 健 次 自 :平成 22年 6月 1日
至 :平成 26年 5月 31日

北丘小学校

委員 (教育長) 赤 嶺 正 之 自 :平成 23年 4月 1日
至 :平成 25年 3月 31日

(2)教育委員会の会議
平成 2a年度は、定例会 12回、臨時会 3回の会議を開催し、27件の議案を審議し
ました。そして教育長諸般の報告が 12回、報告 12件、その他の案件 H件について
は議案に準ずる案件として議論したほか、議題を設定して委員同士のフリー トークを

行いました。
定例教育委員会へは、事務局の部長、課長、指導主事が出席し、議案と報告案件の説
明、質疑に対する回答がありました。
また、町長と教育委員との意見交換は、当初予算の予算編成ヒアリング前に 1回実
施しており、教育委員会の重点施策及び主要事業について意思の疎通を図りました。

(3)教育委員会会議以外の活動状況
教育委員が、職務上出席した研修会 。行事等は、以下のとおりです。
・町議会 (本会議)傍聴 1回
。沖縄県市町村教育委員会連合会 2回
・島尻市町村教育委員会連合会 1回
。沖縄県市町村教育委員・教育長研修会 2回
・島尻市町村教育委員研修会 1回
。幼稚園 。学校訪問 (学力向上実践発表会など含む) 7回
・幼稚園・学校行事 10回
・教育講演会 1回
。その他の行事等 8回

8



(4)教育委員会事務局の組織及び現員配置状況   (平成23 4月 1日 在

(5) 財政

平成 23年度の南風原町の一般会計歳出決算は、 11, 079, 378千 円で、
前年度の決算と比べて917, 153千 円 (7.64%)の 減となっています。
そのうち教育予算は、 1, 219, 509千 円で前年度決算と比べると65,4
80千円 (5.1%)の 減で、一般会計に占める比率は、 11%と なつています。
なお本町の一般会計歳出決算の構成、教育費の年度別決算額推移は、次のとおり

となっています。

平成 23年度南風原町一般会計決算の構成

南風原町一般会計 (歳出)11′079′378千円

災害復旧費

11,051   0,1%

公債費′
963,155,

8.6%

議会費

139,688

1.3%

総務費

′259,091

11.4%教育費

1,219,509

11.0%

消防費

408,081

3.7%
民生費

17,285

土木費

生,522,911
13,7%

40,8%

商工費

S3,265

0.5%農林水産業費
203,313

1.8% 労働費

17,937

0.2%

衛生費

764,092

6.9%

9

人員 (人 ) 備   考組 織

部長 1

教育総務課

計 20人

課長
庶務班
保健体育カジエ

学校給食班

１

２

２

1 5

学校教育課
計 6人

課長
指導主事

学校教育憂ジエ

１

１

４

文化センター館長を兼務
生涯学習文化課

計 8人

課長

生涯学習班

文化班

学芸班

１

３

２

２

館長 (嘱託 )

社会教育指導員 (嘱託)

町史編集員 (嘱託 )

教頭・教諭

図書館司書

図書館司書

教 育部
計 55人

教育機関
計 20人

町立中央公民館
〃

文化センター

幼稚園 (4園 )
小学校 (4校 )
中学校 (2校 )

１

　
１

　
１

４

２
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項 目 教育総務課 学校教育課(こども課) 生涯学習文化課 合計

負担金 953:000 953,000

使用料 12,863,733 28,027,000 5,417,000 46,307,733

国庫補助金 16,218,000 4061000 16,624,000

県支出金 16.000 15,000 1,706,000 1:737,000

寄付金 3,682,000 3,682,000

給食費 180,671,484 180,671,484

雑入 2,148=485 489,222 3i988=043 6,625,750

合  計 195,699,702 64,902,222 15,199,043 275,800,967

その他計 195,683,702 29,469,222 13,087,043 238,239,967

23 覧表

1 2

教育費年度別決算額推移 (平成 18年度～平成 23年度)

円

区分 決算額 比率

一般財源 943,708,080 77.39%

国庫支出金 16,624,000 1.36%

県支出金 1,737,000 0,14%

地方債 19,200,000 1.570/0

その他 238,239,967 19.54%

合計 1,219,509,047 100.00%

款 項 H19 H20 H21 H22 H23
教育総務 134,933,762 147,643,128 145,738,025 151,055,584 167,488,895

小学校 157,406〕630 156,422,473 178!366,305 294!0801643 201,210,323

中学校 109,552,159 91,903,184 104,637,966 1551173,738 169,342,189

幼稚園 135,305,920 114!6711318 126,901,751 121,129,345 112,190,724

社会教育 158,506,339 143,865,040 164,080,782 168,981,094 199,612,735

教育費

保健体育 360,879,784 360,531,432 405,965,337 394:568,427 369,663,681

合  計 1,056,584,594 1,015,036,575 1,125,690,166 1,284,988,831 1,219,509,047

1,400′ 000,000

1,200,000,000

生,000′ 000,000

800,000,000

600′ 000,000

400,000,000

200,000,000

H刊 9 H20 H21 H22 H23

10



2事 務事業について
(刊 )評価結果
教育委員会が行つた内部評価及び南風原町教育事務点検評価委員会が行つた外部評価の結果は次のとおりである。

第四次南風原町総合計画

(大分類〉

○家庭と地域が一つになり、安らぎと豊かな人間関係を育む、家庭教育

〇地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

〇個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を育む、地域に根ざした学校教育

評価詳細

事 業 名
(担当課 )

事業概要

評
価

区
分

妥

当
性

効
率
性

有
効
性

今
後

の
展

開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 4 4 4 A

毎月の足例会のほか .人事栗件などの踊時会を開催した。定例会
では、その時々の案件に対して積極的に意見交換及び審議し、成果
を得ている。更に、定例会終了後は、教育に関することを議題とした意
見交換会を積極的に行つている。又、各学校への入学式・卒業式等の
行事もほとんど参加している。平成22年度からは、学校公開日を設け
て授業参親を行い、後日学校訪間を行うなど校長等との意見交換や
児童・生徒の激励に努めた。

教育総務課
教育委員会
運営事業

外
部
評
価

4 4 4 4 A

雰庭教育、ふるさと教育、学校教育という三つの教育をまちづくりの
柱に据え、教育水準の維持向上及び地域の実情に応じた教育の振興
を図ろうとしていることは、地域に根ざした教育を志向するものであり、
南風原町を将来担う人材の育成という点で妥当性を有している。委員
会の活動数が臨時の委員会開催により前年度よりも5回も増加してい
るが、委員達が足繁く幼稚回や小中学校に通い、教育の実態を把握
して話し合いを丁寧に行つてきたことが反映して定例会だけでは人事
案件を処理することができなかつたと考えられる。定例会の充実が効
率性の高さをもたらしていると同時に、効率性の高さが定例会の充実
に業がっていることを評価してよいだろう。事業の有効性については、
町外から町内に転勤してきた教員達が、南風原町の教育行政のきめ
細やかさや対応の早さに感心しているのを耳にしているが、そのよう
な評価からもうかがえるように高く評価できる。今後の展開について
は、現在の教育長や委員連が研修等を行い、絶えず地域の実情に応
じた教育の振興を図ろうとする努力を傾けるならば、大いに期待でき
るであろう。そのような意味で、高く評価した。

内
部

評
価

4 4 4 4 A

不況が長ダ』に亘り続き、東日本大震災の発生により景気が一層低
迷する中、経済的に厳しい本町の学生に対して、町広報やホームペー
ジ等により広く情報提供を行つている。又、本町の育英会のみならず、
沖縄県国際交流財団や南部振興会等のより条件の良いところの情報
提供も積極的に行い、必要とされる学生の手助けとなれるよう活動し
ている。

教育総務課

南風原町育
英会事業
(奨学金貸
与事業)

外
部

評
価

4 4 4 4 A

長期化する不況の中、.本町の経済的に逼迫した家庭の学生へ進
学支援として当事業は大変有り難く有意義である。さらに事業と並行
して、他課からの相談も含め町外関連機関への仲立ち紹介や情報提
供等、対応は評価できる。また償還金の推移も順調であり継続しても
らいたい。今後の事業においては、成績いかんによらず意欲的な学生
への配慮も検討して欲しい。

il



第四次南風原町総合計画

(大分類〉○地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

(中分類〉O学びの場の充実
(小分類〉○スポーツを通して町民の健康増進を図る

評価詳細

事 業 名
(担当課)

事業概要

評
価

区
分

妥

当
性

効
率
性

有

効

性

今
後

の
展
開

総
合
評
価

説明等

内
部

評
価

B

=地域の行事や大会等で利用者に公園の占用を許可し、安心して公
園 ,テニスコートを利用できるように努めている。
・近隣公園の維持管理は都市整備課で行つているため、利用者から
修繕の要望や苦情等の対応が難しい。

教育総務課

南風原町近
隣公園占用
使用手続き
業務 外

部
評
価

4 B

この事菜は、ふるさと教育の一環としての字びの場の提供に基づく
施策に関係した事業であり、スポーツをとおして町民の健康増進を図
るために、公園等が整備されていると理解できる。そして、本件は、公
園等を町民が利用する場合必要な手続き業務なのであり、その事業
は間違いなく妥当性を有していると言える。効率性については、町民
が公園の利用を安心してできるように努めているという状況もあり、そ
の点ではかなり評価できる。しかし、現実に維持管理との関係で利用
者に不便を感じさせている面もあり、その分の評価は下げざるを得な
い。同時に、その点は手続き業務の有効性にも関わつており、それほ
ど高い評価をすることはできない。今後の展開についてはt都市整備
課との連携次第であり、この連携の問題が解決できるよう話し合いを
進めて頂きたい。評価については、期待しつつも、不安が残るという部
分も加味して行つた。

内
部
評
価

4 3 B

・事業の目的は各教室とも概ね効果をあげているものと思われる。
・水泳教室においては、学校毎の行事と施設の効率的な利用に係る
日程調整が必要である。

教育総務課
各種スポー
ツ教室

外
部

評
価

4 B

公的ス本一ツ行政は、すべての国民のスボーツ話活動を公共の福
祉の観点からとらえ、憲法の精神と関係法 (日 本国憲法・教育基本法・

社会教育法 =スポエツ振興法・生涯学習の振興のための施策の推進
体制等の整備に関する法律)の規制の範囲においてスポーツにかか
わる直接的・間接的詰条件 (人的、物的、制度的等)を整えること、お
よびスポーツを広く普及奨励、推進することを「ねらい・目的」として行
われている。
上記を前提とした場合、本町のスポーツ行政のあり方がまだ組織的に
充実していない感がある。まず法令の根拠をしつかり見据え、スポー
ツ振興審議委員会の充実を図り、現在組織、活動しているスポーツ推
進委員の任務の確認、資質の向上を図り、町民の多様なニーズに対
応した町民スポーツの振興を図るべく諸行事や教室等の企画、実施、
指導をしていくことが望ましい方法だと考える。スポーツ推進委員の活
躍が、町民の健康の維持 il曽進・体力の向上、人間形成、社会性 (コ
ミュニティー)の育成へとつながり、スポーツ推進委員としての活動の
場が広がり、その役割の大きさを自覚し、資質の向上へとつながるも
のと考える。
スポーツ教室やスポーツイベント等の種目に関しては、町民の関心と
ニーズの高い、親子ふれあい元気アッププログラムや健康づくりに関
するイベントを中心にスポーツ推進委員のもと企画出来ないものか、
検討が必要であろう。既存の計画の消化ではなく、もつと町民が気軽
に、快く参加出来る教室やスポーツイベントの工夫も必要ではない
か。各字の希望やアンケート、他の部署 (例 :保催福祉等)との連携を
図ることは大切なことである。
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2事 務事業について
(1)評価結果

教育委員会が行つた内部評価及び南風原町教育事務点検評価委員会が行つた外部評価の結果は次のとおりである。

第四次南風原町総合計画

く大分類〉○個性を仲ばし、豊かな心と催やかな体を育む、地域に根ざした学校教育

(中分類〉Oのびのびと学ぶ環境づくりの促進
く小分類)○児童生徒の個性を伸ばし、教育効果を高める為に必要な備品・器具等を購入整備する

(小分類〉○児童生徒の個性を伸ばし、教育効果を高める為に必要な備品・器具等を購入整備する

評価詳細

事 業 名
(担当課)

事業概要

評

価

区
分

妥

当
性

効

率

性

有

効

性

今
後

の
展

開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 4 4 4 A

南風原小学校は、「沖縄三味線」10本、津昇山小学校は、「バスリ
コーダー」20本、南風原中学校は、「フルート」2本、「バスクラリネット」
1本、「バストロンボーン」1本、南星中学校は、「トランペット」3本、「フ
ルート」1本、「クラリネット」2本、「グロッケン」1本と、高額な楽器を賠
入しております。学校以外では、なかなか角虫れる機会の無い楽器を整
備する事で、児童生徒が文化・芸術に直接接していける環境に役立っ
ており、活用して教育効果を高める事が可能となりました。

学校教育課
小中学生共

有備品事業

外
部
評
価

4 4 4 A

本事業は学校の特別活動を活発に推進するうえで非常に有効な事
業と判断される。学校の限られた割り当て予算で充当するには高価で
学校現場としては購入順位も低いが、児童生徒の優れた個性を伸ば
す為に使用される教具や楽器等は必要不可欠なものである。現在貸
与されている学校においては有効に活用されその成果も大きい。しか
し、学習活動において必要な備品教具は、貸与期限がないので返却
の可能性は低い。貸与校では、現在休眠していても近い将来指導者を
確保してクラブ設立し活用する予定で継続貸与を予定している。
委員会に返却されて他の学校に回して使用することは難しい状況であ
るため、貸与更新を明確にする必要がある。児童生徒の特別活動の
充実に置いては非常に有効な事業だと認識している。しかし、予算措
置が南風原町立特別振興備品整備計画予算として23年度・24年度
の限定のため予算が切られ、事業が打ち切りになるのは学校としては
大変残念なことである。そこで本事業の予算の費目存置をしておけ
ば、将来において、特色ある教育活動、優れた個性ある児童生徒のサ
ポートが出来るであろうと考える。

内
部
評
価

4 4 4 4 A

障がいを持つ児童・生徒が年々増加傾向にあり、字級においてはそ
の児童生徒が安全に安心して学習ができる人的県境整備が整えられ
ている。

学校教育課

特別支援教
育支援員
(ヘルパー )
配置事業

外

部

評

価

4 4 4 A

南風原町教育委員会においては、平成20年度特別支援教育が制
度化する以前より支援員 (ヘルパー)をつけて障がいを持つ児童生徒
が学級の中で学習出来る仕組みを取つていて、対応する児童生徒の
望ましい心身の育ち、社会性の拡大など高い評価を得ている。町内の
各小中校においては、現在教育活動をサポートしている支援員の細や
かな関わりのもと、スムーズに学習活動が実施されている。例えば、休
憩時間の不慮の事態に対応して時差をつけて休憩に入る。また、対応
児童が欠席の場合は、学習が遅れがちで支援の必要な児童生徒のい
る学級へ支援に入る等細やかで質の高い対応に当たつている。支援
員の配置は、支援を受ける本人のみならず、他の児童生徒の学習権
の保証、安心安全の確保等、教育的な効果が大きく期待できる。しか
し、特別支援教育については、まだ認識が浅く、状況の判別、支援の
方法は十分とは言い難い。対象児童生徒の関わりや認識を深め、支
援を必要とする児童・生徒の保護者への関わり方等の教職員の研修
が必要である。また、多様な状況に対応するため、専門的な知識を
持つたカウンセラーや臨床心理士等の適切な配置など課題もある。
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評 面詳細

事 業 名
(担当課 )

事業概要

評
価
区
分

妥

当
性

効
率
性

有

効

性

今
後

の
展

閑

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 4 4 4 A

町 園における 的な予 に

努め、快適な環境のもとで、その心身の発達を助長することができた。

学校教育課
幼稚園運営
事業

外
部

評

価

4 4 4 4 A

幼稚国運営票業に関連しては、3回 目の評価対象になる。今回の幼
稚園運営事業評価に関しては、大きな進展があり、大変期待してい
る。平成24年度から、本町の幼稚園経営の改革は大きな第一歩であ
る。地域や保護者とも今回の幼稚園のあり方に期待を持つて見守つて
いる。現在、各幼稚園では教頭先生を中心に、評議員会を立ち上げ
て、保護者や地域、外部の意見を取り入れる環境作りや開かれた幼稚
園のあり方を進める努力を始めていることがうかがえる。町内幼稚園
では平成25年度より専任園長が配置され、保育時間も延長され、給
食指導も行われることになる。地域や保護者の期待も大きい。専任園
長を中心に、これまでの園長先生 (校長)を顧間に据え、幼小の連携の
パイプを保ちながら、就学前教育の充実を図り、健やかで、退しい本町
の園児の育成を目指し、地域や保護者から信頼を受けられる幼稚園
経営を期待する。出来れば各幼稚園の就園率の向上を図り、保育所
の待機児童の解消にも寄与できることを期待する。近い将来、2年保
育の導入の検討も視野に入れて考えてはどうかと希望する。

第四次南風原町総合計画

〈大分類)○個性を伸ばし、豊かな心とイ建やかな体を育む、地域に根ざした学校教育

(中分類〉O子どもの自治意識や豊かな心を育む学習内容の充実
(小分類〉○子どもたちが自ら学ぶことに楽しさを体得できる教育内容の展開を含め、様々な人との交流や文化に触れ

る等の体験学習を通して、自己表現・コミュニケーションカの向上を図ります。
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2事 務事業について
(1)評価結果
教育委員会が行つた内部評価及び南風原町教育事務点検評価委員会が行つた外部評価の結果は次のとおりである。

第四次南風原町総合計画

(大分類〉O地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育
(中分類〉○国際交流の推進

(小分類〉O児童生徒の国際的視野を広げ、地域を見直す機会としてハワイ・カナダ(レスブリッジ市・友好都市)への派遣事業
を充実するとともに、学習成果の発表の機会を設けます。

評価詳細

名
詢
業
当
事
鯉 事業概要

評
価

区
分

妥

当

性

効
率
性

有

効

性

今
後

の
展

開

総
合

評

価

説明等

内
部
評
価

4 4 A

事法
洲
一父際国

業

外
部
評
価

4 4 4 A

生涯学習文
化課

(中分類〉○地域での体験や交流機会の充実

(小分類〉○心、るさとを知り、愛着を深めるため、自然体験や地域活動等の体験機会を拡充します

評価詳細

事業概要

評
価
区
分

妥

当
性

効
率
性

有

効

性

今
後

の
展

開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 B

生涯学習文
化課 帷騨鉄 外

部
評
価

4 B

事 業 名
(担当課 )
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第四次南風原町総合計画

(大分類〉○地域に学び、地域を愛する人を育む、心、るさと教育

く中分類〉○地域の各種団体の育成と主体的な地域活動の促進

(小分類〉O①社会教育団体が、地域で自発的に活動することをめざし、組織の育成・5虫化を図ります。

②団体の活性化やリーダーの活動をサポートする指導者の確保に努めます。

評価詳細

事業概要

評
価

区
分

妥
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効
率
性
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効

性

今
後

の
展

開

総

合

評

価

説明等

内
部
評
価

4 3 4 A

各講座とも受講生の関心が高く、受講生のニーズに充分に応えていると考
える。しかし、一部の講座においては、申し込みが定員に達しない講座もあ
り、趣味等が多種多様化する昨今、町民ニーズに応える新たな講座の開設を
検討する必要がある。

生涯学習文

化課

公民館運営
事業

外
部

評

価

4 3 4 A

19講歴や各写公民a宮への出前講歴、さらに45サークルの活動など活発に
事業を進めており評価できる。しかし定員が半分に満たない講座が5つあるな
ど、これからは講座内容の吟味や指導者の充実も含めて、ふるさと教育の一

環として地域の特色や特産品と関連した講座が開設できないか提案したい。

(小分類〉O①南風原から世界へ移民した方々との交流、ネットワークを充実します。

②町内における異文化間交流を促進します。

生涯学習文
化課

内
部
評

価

4 4 4 4 A

今後は、研修生を呼び寄せることだけでなく、本町からも看者を派遣し国祭
交流の礎となるような方策を展開するため、平成24年度から青年海外派遣事
業を開始する。初年度はその調整のために職員を4カ国 (ハワイ、ブラジル、
アルゼンチン、ペルー)派遣。

海外移住者
子弟研修生

受入事業

外
部
評
価

4 4 3 4 A

南風原町から世界へ移民した方々との交流、ネットワークの充実、町内に
おける異文化間の交流の促進を目的とする本事業は、現実的に町が進めて
いく国際交流として妥当なものであろう。実際研修生として来町してくる若者
は、南風原町ゆかりの人々であり、親類だけでなく学校でも交流がなされてお
り、事業の趣旨にもあつている。その意味で効率性も高く評価できるだろう。た
だし、親類に頼ることも、経済面などでの負担も考えると難しい面がでてきて
おり、本事業の有効性に影響を幾分か与えているように思われる。今後の展
開として、町の方では移民先の国へ町民を派遣することも考え、実際に職員
の方をハワイ・ブラジル・アルゼンチン・ペルーヘ派遣しているが、相互交流と
いう点で期待が持てる。この相互交流の試みが、国際交流事業をさらに発展
させることになることを期待し、高い評価をつけた。
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おわりに

本年度は、昨年までと同様、教育に関する事務の管理及び執行状況の

点検、評価に関して事業の説明を受け、さらに学校等関係機関を視察し、

三名で慎重に審議を行った。全体としては、質的に高いレベルで事業を

展開しており、日頃の活動の成果が窺える内容であつた。

特に、育英事業については町の育英会のみならずより有利な他機関の

情報も提供するなど子どもの教育についての配慮が窺えた。厳しい財政

状況の中で、今後もこの事業の経費を確保し、安定的に子ども達の学ぶ

権利を保障するようお願いしたい。

幼稚園運営事業は、園長の専任化が進み、さらに評議委員を立てて地

域や保護者の声を取り入れる環境の整備が進められているなど、改革 。

改善が進んでいることが見て取れた。今後よりいつそう改革 。改善の取

り組みが行われ、成果があがることを期待したい。

小中学生共有備品事業は、23年度と 24年度の両年限りの限定された

予算措置に基づく事業であるが、学校の特別活動を活発に推進する上で

有効なものであった。それだけに、今後も予算化し、この事業が継続さ

れることが望まれる。と同時に、次年度以降備品の管理運営がどうなる

かについて、周知徹底がなされる必要があるだろう。

特別支援教育支援員 (ヘルパー)配置事業は、平成 20年度特別支援
教育の制度化以前から南風原町教育委員会においては熱心に取り組まれ

ていたものである。今回支援員の方々のきめ細かな支援 (不慮の事故に

備えるために休憩を時差をつけてとるなど)も あり、よりいつそう障が
いを持つ子どもへの配慮がなされている。今後もこのような、きめの細

やかな支援を期待したい。と同時に、この事業をさらに有効にするため

には、教職員の方々に特別支援教育への理解を深めてもらう必要がある。

是非そのための研修の機会を作って実施して頂きたい。

放課後子ども教室推進事業は、各学校を利用して行われているが、空

き教室等の利用ができないために、実施されていないところがあった。

そのことで評価が厳しくなったが、学校の施設が使用できないのであれ

ば、別な施設の利用も考慮して頂きたい。「子どもの最善の利益」のため

に、行政が一体となって取り組んでいただくようお願いしたい。

国際交流事業と海外移住者子弟研修生受け入れ事業は、国際化が進む

なかで町が行 う事業として妥当性があるが、派遣地域の偏りや、相互交
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流という面で、まだ課題が残されている。この取 り組みがさらに進み、

ふるさと南風原のよさがよりいつそう理解され、住民として誇 りがさら

にもてるようになることが期待される。

各種スポーツ教室や公民館講座事業は、事業として町民にとつて妥当

なものであるが、参加者数の面から見ると、期待通りの成果が得られて

いないところがある。参加者を組織する取り組みが不足しているのか、

町民のニーズにあっていないものがあるためなのか等を分析し、今後の

改善を期待したい。

教育委員会運営事業も、教育委員会の職員や教育委員の方々の努力に

より、学校など現場などの状況が的確に把握されており、学校などの各

機関や地域の要求や課題に即した運営がなされている≧評価できる。顔

の見える教育委員会として今後の事業展開が期待できる。

以上厳しく評価した事業もあるが、全体としては、本町の教育委員会

の各事業は、地域に即した優れたものであると評価できる。

今後共、教育委員会の事業が協働 しながら活性化し、発展していくこ

とを強く願つて、あとがきとしたい。
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